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神林子ども会育成会

会長　倉科　哲寛

あれからどのぐらい経ったのだろう。

2020年のコロナ騒動からはや5年。

子供たちは過去にとらわれず未来を目指す。

会議を開き、準備を進め、分担を決め、実行する。

わくわく子ども広場祭り、マスつかみ大会、バ

ス旅行、お楽しみゲーム大会、サツマイモ掘り、

地域行事への協力等々。

この一年間、子供たちは元気に大きくなった。

親離れし始めて自立心が育ち、積極的になった。

親たちは子どもと共に、一緒に成長したと思う。

親も社会も大きく変わった。

それとともに地域行事も変わらざるを得ない。

これからもっと地域のこと、子どもたちのこと、

考えていかなくてはと思う。

2026年2月

初めて会長になって
子ども会会長［川東］6 年　唐澤　森　

私が会長になって成長したことは、三つあります。
一つ目は、人前に立って物事をすることです。学校でも、してはきましたが、クラスだけだったので、自分より小さい子

や、色々な人にわかりやすい言葉をつかって、会長の言葉を考えるのが少し大変でした。
二つ目は、考える力です。独自事業の時に、小さい子からみんなが楽しめることを考えて提案しなければいけませんでし

た。私はおにごっこを提案に担当しました。当日はみんなで楽しそうにしてくれてすごくうれしかったです。
三つ目は、平和のことを思い考えることです。8月16日に私は、平和祈念式典にでました。そこでは、作文朗読をしまし

た。私は自分の考えと祖父母の体験談を朗読しました。自分の考えを作文に考え、書いているとき、前よりもっと戦争と
は、ざんこくで二度と起こしてはいけないともう一度実感しました。

私は子ども会会長をしてふだんできないようなこともでき、神林地区を盛り上げることができたので会長になって良
かったです。

来年度の子ども会の一員になるみなさんへ会議では話し合いがあります。ぜひ「自分から」を心がけてみてください。
提案するところはしっかりと提案してみてください。自分が提案したことを、やることになったらすごく楽しいです。正副
会長を決める時は、自分から立候補してください。正副会長は大変かもしれませんがやってみるとやりがいがあり楽しいで
す。これからも神林地区を盛り上げていってください。

編　集　後　記
　寺家　吉澤　

神林子ども会育成会事業に、ご協力・ご参加していた
だいた地域の皆さんありがとうございました。
マスつかみの池の増設やモルックの指導等、子ども応
援団や地域の皆さんのご協力で無事、一年間の事業を行
う事が出来ました。
PTA の役員の方々も何かと忙しい所、会議にも積極的
に参加いただきご苦労様でした。
来年度も新しい子ども会と役員で事業を進めていきま
すので、地域の皆さんご理解・ご協力お願いします。

令和7年度  神林子ども会育成会のあゆみ

事業名 実施日 内容

育成会役員会
（第1回~第10回）

  4/  6（日）
  4/27（日）
 以下同時開催
  5/11（日）
  6/  8（日）
  7/  6（日）
  9/  7（日）
10/  5（日）
10/26（日）
11/23（日）
  2/  1（日）

役員選出
総会案審議
安全共済会加入届の提出

各事業の計画と役割分担の決定
子ども会育成会だより原稿分担
市子ども会育成会連合会の諸連絡
市子ども育成課の諸連絡
事業の反省

子ども会正副会長会
（第1回~第8回 ）

育成会総会   4月25日（金） 令和6年度事業報告・会計報告
令和7年度事業計画・予算案

わくわく子ども広場祭り   6月29日（日）
「みんなでニュースポーツ大会」
モルックとボッチャ　
参加児童　26人

役員会作業   7月26日（土） 河川敷のマスつかみ会場整備  

夏休みわくわく子ども広場
（マスつかみ大会）   7月27日（日）

魚掴み142人　役員19人
保護者・地域住民も含め
全体で約240人　参会

神林平和祈念式典参加   8月16日（土） 子ども会代表による作文朗読

夏休みわくわく子ども広場
 （バス旅行）   8月18日（月）

抽選を実施　児童50人参加
大型バス2往復。
クラフト体験やウオークラリー 他
　　　　　　　

第53回神林ふれあい文化祭 10月19日（日） 出店
（綿あめ、ポップコーンの販売）

子ども会独自事業
お楽しみゲーム大会 11月  9日（日）

ウインクキラー、ケイドロ、卓球
ビンゴゲームを実施
参加児童36人

神林スポーツフェスティバル 11月16日（日）
ボッチャ,輪投げのブース担当
スポーツフェスティバル他競技へ
の参加

サツマイモ掘り 11月23日（日） 安協神林支部との共催、
サツマイモの収穫体験

役員会作業 11月23日（日） 正月飾りづくり準備
（藁すき作業）

遊覧フライト 11月30日（日） 3便に　小4~6　34名参加
各便に1名育成会副会長が引率

正月飾りづくり
（世代間交流事業） 12月14日（日） 正月飾り「おやす」「輪締め」の作製

春わくわく子ども広場   3月17日（火） いちご狩り体験に　希望者参加

子ども会育成会だより  35号 3月中編集印刷　全戸配布（4月）

神林子ども会正副会長
◎会長　○副会長　※書記

町　会 役 員 名 氏　名

川 西
会 長 笠井　友陽　○
副会長 田村　友莉

川 東
会 長 唐澤　　森　◎
副会長 野口　凛音

寺 家
会 長 園田　真悠
副会長 大久保和奏

南 荒 井
会 長 鳥山　大志
副会長 上條みのり

町 神
会 長 竹内　心春
副会長 村山　快維

下 神
会 長 山田　有桜 　※
副会長 畔上　　葵 　※

梶 海 渡 会 長 望月　　舜

神林子ども会 役員
役　名 氏　名

会長（市子連理事） 倉科　哲寛

副会長 兼 会計（市子連理事） 三島　知美

副会長（町会連合会代表） 野原　弘一

副会長（小学校保護者代表） 黒崎　　綾

副会長 兼 事務長（神林公民館長） 丸山　勝久

監事（町会連合会会計、監事）
古畑　英俊
中川　　眞

各町内育成会長の地区名 氏　　　名

川 　 　 西 横山ちえ子

川 　 　 東 塩原　直樹

寺 　 　 家 吉澤　初夫

南 荒 井 小林　昌行

町 　 　 神 川上　　秀

下 　 　 神 伊藤　芳将

梶 海 渡 巣山　敏秀

小学校地区PTA会長
役　名 氏　名

川 西 笠井　秀美

川 東 唐澤久実子

寺 家 園田　春美

南  荒  井
鳥山　佳昭
上條美穂子

町 神 竹内　智子

下 神 山田　智美

梶  海  渡 望月　美鈴

第1回子ども会会議　5/11マスつかみ大会　7/27

FDA遊覧フライト　11/30

神林ふれあい文化祭　10/19 子ども会独自事業　11/9

正月飾りづくり　12/14 三九郎　1/11

わくわく子ども広場
（ニュースポーツ） 

6/29

平和祈念式典　8/16

夏休みわくわく子ども広場（あづみ野公園　8/18）



マスつかみ大会の感想
［梶海渡］6 年　望月　舜

ぼくは朝はやくにマスつかみ大
会の準備に行ってまず池にトラッ
クからマスをバケツリレー形式で

どんどん入れていきました。全部で 3 つの池にマスを入れてい
きました。マスが入っているバケツはけっこうおもかったです。
マスがバケツの中であばれてバケツの外にとびでちゃうことが
あったけどつかまえてバケツにもどせたのでよかったです。そ
して 9 時からマスつかみ大会がはじまりました。最初は池がき
れいでマスのいばしょがわかっていたけどはじまったと同時に
にごってしまってマスのいばしょがわかりませんでした。最初

は池の中に手をいれてマスがくるのを待って近くにきたらつか
まえる作戦でマスをつかまえようとしたらマスがとてもすばや
く逃げてしまいました。なのでとてもむずかしくてなんどもやっ
てつかまえてゆだんしていたらおもったよりぬめぬめしていて
取りにがしてしまいました。でもぼくはずっとやっていたらだん
だんコツをつかんできてマスはうごいている時に背びれを見せ
ることに気がついてすぐに 2 ひきつかまえられました。とても
うれしかったです。これを活かしてまだマスを 2 ひきとれてい
ない子にマスをつかまえてあげたりつかまえるのを手伝えたの
でとてもよかったなあと思いました。育成会のみなさまとても
楽しいマスつかみ大会をしていただきありがとうございました。

マスつかみ大会

令 和７年 度  令 和７年 度  ★★ 子ども 会 活 動子ども 会 活 動 平和祈念式典 第53回 神林ふれあい文化祭

平和へのねがい
子ども会会長［川東］6 年　唐澤　森

私は戦争を体験したことはありません。けれど戦争がすごく
おそろしいものであることをテレビ、インターネットや学校で
の授業などで知りました。戦争のニュースで、戦争がどれだけ
苦しくざんこくでありたくさんの大切な命がなくなってしまっ
たかがわかりました。私の一番の願いは、この先何十年何百年
と平和が続いてほしいということです。今もなお外国では戦争
をしている国もあります。戦争をしている国がなくなってほし
いと願っています。平和であれば、安心してすごしていけるし、
家族や友達と楽しく幸せにすごすことができます。もし世界か
ら戦争ということがなくなれば、みんなが平和で幸せな暮らし

ができると思います。私は戦争の
恐ろしさを体験することなく平和
な世の中で、みんな幸せにすごせ
るよう願っています。祖父母から
聞いた戦争体験の話を少しした
いと思います。祖父は、小さい頃
戦争のえいきょうで、食料なんを体験し弟がなくなってしまっ
たと聞きました。祖母は、終戦のラジオを聞いたとき、祖母の
母がラジオを聞いて泣いていたと言っていました。祖母はその
時まだ小さくて、なぜ自分の母が泣いているかわからなかった
と言っていました。大人になりなぜ泣いていたかがわかり戦争
は、すごくざんこくなことであることがわかりました。平和で
あることが、すごく大切なことであることがわかりました。

みんなでニュースポーツ

［寺家］6年　大久保和奏
6月29日に、神林運動広場と体育館で、わくわく子ど

も広場「みんなでニュースポーツ」が開催されました。今
年はモルックとボッチャをやりました。育成会のイベント
は、今年度初めてでした。

モルックは、フィンランド発祥のスポーツで、2つのチー
ムに分かれ、モルックを投げて、1〜 12までの数字の書
かれたピンを倒し、得点を加算していき、先に50点ピッ
タリになったチームが勝ちというゲームです。

ボッチャは、2つのチームに分かれ、目標球の白いボー
ルに、赤、青それぞれのボールを投げたり転がしたり、敵

や味方のボールに当てたりし
て、いかに近づけるかを競い
ます。

私は2つとも初めてやりまし
たが、簡単で、年齢、性別、障
害のあるなしにかかわらずみんなが楽しめるスポーツだ
なと思いました。

天気が良く、とても暑かったけど、小さい子どもたちか
ら小学生までたくさん参加してくれて良かったです。私も
友達と楽しむことができました。

今後の育成会のイベントが楽しみです。

わくわく子ども広場（ボッチャ＆モルック）

ヒロシマを見て願う平和
［南荒井］中学 2 年　丸山　恋

わたしは 8 月5日～ 7日の 3日間、学校の代表として、松本
市の代表として、広島市で原爆の悲惨さや戦争がどれだけの大
きな被害や悲しみを生み出したかを学んできました。私たちは被
爆者である梶本淑子さんの体験を聞きました。私にとって、とて
も貴重な体験でした。当時わたしと年齢があまりかわらない梶
本さんが見た、原爆投下後の広島は、太陽が見えないほどの状
況だったそうです。言葉では言い表せない匂い、皮膚が垂れ下
がりおばけのようになってしまった人々、全身真っ赤になってし
まった人々、まさにそれは地獄のようなものでした。わたしは梶
本さんのお話を聞いて、とても衝撃を受けたことがありました。
梶本さんは日本が負けたと聞いたとき、ものすごく腹がたった
そうです。なんで今日なのか、1日でも早く戦争が終われば、こ
んなにも多くの人が死ぬことはなかったのに、と。私は、長い戦
争が終わって嬉しかったと梶本さんが言うと思ってました。でも
その言葉を聞いてとても納得しました。失われた命は二度と戻
らないのだから、たしかに梶本さんの言う通りだと。平和記念
資料館の見学にも行きました。そこで見たものは原爆の恐ろし
さだけではありませんでした。遺族の残した言葉、まだ幼かった

子供が大切にしていた三輪車、生
まれたばかりの子供が大やけどを
負っている写真、原爆の影響で崩
壊してしまった家族、原爆の被害
を訴えるいろいろな物がありまし
た。一発の原子爆弾の投下により、
なんの罪もない多くの子供たちが亡くなり、将来の夢も奪われ
る、こんなことは絶対にあってはならないと感じました。原子爆
弾は人の命を奪うだけではありません。たくさんの人から夢や
希望、将来をも奪ったのです。この 3日間で私は平和への意識
が大きく変わりました。平和な世界は、願うだけでは作り上げら
れません。平和な世の中を作りあげるためには、まず今の平和
な生活につながる多くのことを知ることが大切です。原爆投下
から 80 年たつ今なお、多くの人が苦しんでいるのに、これ以上
核兵器による大きな被害はあってはならないと思います。現在、
核兵器を保有している国は多数あります。これからこの世界で
核兵器が使われることがないようにするためにも、広島・長崎
で起きた原爆被害の事実を知り、その恐ろしさを世界中の人々
が認識することが重要だと思います。そして、私たち一人ひと
りが、自分にできる「平和な世界を作るために必要なこと」を日々
の生活の中で行動にすることが大切なのではないでしょうか。

あづみの公園に行って
［下神］6 年　畔上　葵
私はあづみの公園に行きまし

た。最初にやったのは、クイズラ
リーです。クイズラリーでは、分

からない問題もあったけど、同じグループの人と協力してでき
たので、問題がとけてよかったです。次にやったのは、クラフ

ト体験です。作ったのは、メモスタンドです。絵を書くのはお
もった通りにできなかったけど友だちとできたので楽しかった
です。最後は、マシュマロドームで遊びました。高くとべて、
木をとびこえそうな気持ちでした。バスでは、友だちと色々な
話をしたり、指でゲームをしたりして盛り上がって楽しかった
です。夏休みの最後の思い出を作れてよかったです。

夏休みわくわく広場 あづみの公園

6年さいごの三九郎

［下神］6年　山田　有桜
6年さいごの三九郎で心に残ったことは二つあります。
一つ目は、じゅんびのことです。組み立てている時

に風が強すぎてたおれてしまって、たてることができ
ませんでした。今年は三九郎を立てずに次の日朝に焼
きました。

二つ目は、まゆ玉とマシュマロを焼いたことです。
私の家では、毎年家族でまゆ玉を作ります。アルミ

ホイルで包んで焼くとあまく
てとてもおいしいです。まゆ
玉を焼いているあいだにマ
シュマロを焼いて食べたらと
てもおいしかったです。

今年の三九郎は、雪がふったり風が強かったりした
けど6年さいごの良い思い出になってよかったです。

三九郎

ケイドロ

［町神］6年　竹内　心春
11月9日の日曜日にお楽

しみゲーム大会がありまし
た。私は、ケイドロの担当でした。

最初に鬼を6、7人くらい決めて、鬼はゼッケンを
つけて30秒かぞえてスタートしました。制限時間は、
10分間です。みんな逃げて捕まった人は、ろう屋に入っ
て仲間に助けられてとすごく楽しそうでした。そのう
ち、みんなヘトヘトになって、寝ころがったり、すみっ

こに座ったり、私たちゲームマスターの後ろにこっそ
り隠れたりしている人もいました。皆んな夢中になっ
てあっという間に10分たっていました。その後2分間
の休けいをとりました。

2回目は、まだ鬼をやっていない子で交代して6、7
人くらい鬼を決めて開始しました。2回目も楽しそう
に全力で逃げたり、捕まえたりしていました。

私たち役員は2人だったけど、呼びかけをしたり、係
のお母さんたちの協力のおかげでスムーズにできまし
た。係で大きな声は出せなかったけど、ケイドロをして
いた皆んなが楽しんでくれて本当によかったです。

みんなで楽しめたウィンクキラー
［南荒井］6年　上條　みのり

地区の行事で、私はウィンクキラーの司会をしまし
た。ルールの説明や進行を担当しました。始めは、みん
なの前で話すことに緊張しましたが、話を聞いてくれ
たので、だんだん落ち着いて進めることができました。
ゲームが始まると、だれがウィンクキラーなのか考え
ながら周りを見ている人や、ドキドキした表情の人が

いて、とても楽しそうでした。
見ているだけでも、伝わって
きました。

今回の行事を通して、みん
なが楽しめるように支える役
割の大切さを学びました。

司会として行事に参加できて、よい経験になりました。
司会という大切な役をまかせてもらい、みんなの役

に立てて、自信につながりました。

子ども会独自事業

ポップコーン製造と販売
［南荒井］6 年　鳥山　大志

令和 7 年 10 月 19 日に、第 53 回 神林ふれあい文化祭
が神林公民館と神林体育館で開催されました。

文化祭では、朝一番に、神林ふれあい文化祭ポスターコ
ンクールの表彰式が行われ、賞状を頂けてとても嬉しかっ
たです。

表彰式の後、駐車場でポップコーンの製造・販売をしま
した。ポップコーンは食べたことはあっても、作ることは初
めてだったから、ポップコーンが作られていく過程を裏側で

体験することが出来ました。ポッ
プコーンマシーンのケトル部分
にサラダ油を入れ、ポップコー
ン豆を入れて蓋を閉めて加熱し
ます。豆が弾けるとケトルから
ポップコーンが溢れ出てきます。
紙コップに入れて完成です、一人でも作ることができるよ
うになりました。味は、塩とカレーとバターの 3 種類があり、
塩が一番人気でした。準備した分は全て完売しました。

僕は買う消費者よりも、売る生産者の方が楽しかったで
す。貴重な経験が出来ました。

わたあめ作り
［寺家］6 年　園田　真悠

私は神林ふれあい文化祭でわ
たあめを作りました。うでにわ
たあめが付くくらい、長くうで

を伸ばさないとわたあめが上手く巻けなくて、小さい私に
はとても難しく、なかなか上手にできなくて不安でした。で
も、前の時間に担当していた人が教えてくれたおかげで上
手にできるようになりました。最初は、お客さんが来るのか

心配だったけれど、うでに付いたわたあめを取るひまも全
くないくらいいそがしかったです。わたあめは、メロン味と
バニラ味があって、メロン味がすごく人気でバニラ味が売
れるか心配だったけれど、お客さんがすごい行列になって
並んでいる人達の分が足りるか心配なくらいでした。最終
的にはよく売れて、予定していた時間より早く売り切れまし
た。わたあめをきれいな形にするのがすごく大変な所だっ
たけれど、お客さんがいっぱい来て、笑顔になってくれて、
がんばってよかったなぁと思いました。毎年 6 年生はいそ
がしくても対応できる事にすごいなぁとおどろきました。

思い出
［南荒井］6 年　藤森　美咲

地区のイベントで飛行機に乗れるそうなので迷わず参
加を決めました。松本空港から乗るのは初めてで、緊張
していました。それでも、ワクワクする気持ちが大きかっ
たです。

当日は快晴で、飛行機から見える景色が楽しみでした。
そして、飛行機に乗ると、それまでのワクワクよりも

もっと楽しみになりました。友達と緊張するね、と話し
ていると飛行機が動きはじめました。どんな感覚なんだ
ろう、とずっとソワソワしていました。そして、飛行機が
離陸する時、浮遊感がありひさしぶりの感覚におどろき
ました。でもあの瞬間、飛行機に乗っているんだなぁと
楽しい気持ちもありました。

そして、上がったら自分たちがいた地面から遠ざかり、

窓から見える景色は同じ場所
を見ていても、まるで全然違
う所を見ているような景色で、
おどろきもありましたが、松
本の空から見える山や自然が
美しかったです。

それから、富士山が見えてきました。いつも遠くから
しか見ていなかったので空から見るのはすごくきれいで
した。思ったよりも大きいからびっくりしたし、きれい
な形を見てすごいなぁと思いました。

小学生最後だったので、最後にいい思い出ができてよ
かったと思うし、すごくうれしいです。そして、改めてじっ
くりと富士山を見て体験できてよかったです。本当に貴
重なので感謝です。

FDA遊覧フライト

むずかしかったお正月飾りづくり
［南荒井］6 年　丸山　千尋

正月飾り作り講習会に行って来ました。実さいにやっ
てみるとむずかしいことがあったり、色々なことを学び
ました。

最初におそわったのは、おやす（おちょこ）を教えて
もらいました。十字の形にしてそこからわらを足して作っ
ていきました。講師の方の作ったのを見ると、すごくき
れいにきんとうに作ってあって、やっぱりすごいなと思
いました。作っている時に、たまにわからなくなったり
したけれど教えてもらって、すてきなおやす（おちょこ）

を作ることができました。
その次におしゃもじを作り

ました。ねじったりするのが
むずかしくて、少し作るのに
時間がかかりました。ねじっ
た所を、丸くしてわらを 3 つの部分につけて結んで完成
しました。少しむずかしかったけれど、とても楽しかっ
たです。

むずかしかったりしたけれどとても学びになったし、
日本の伝統的な正月飾りを作れてとても楽しかったです。

正月飾りづくり


